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政策フォーラム政策フォーラム開催開催！！

連合群馬 
青木 副会長

災
害
へ
の
備
え（
防
災
）は
重
要
な
社
会
課
題

●
防
災
対
策
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」の
三
本
柱
で

成
り
立
つ
。
し
か
し
、
行
政
に
よ
る
防
災
対
策
だ
け

で
は
被
害
を
な
く
す
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
公
助

は
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
「
行
政
サ
ポ
ー
ト
」へ
と

変
化
し
て
い
る
。

　

災
害
時
に
は
行
政
の
支
援
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と

を
前
提
に
、
一
人
ひ
と
り
の
日
頃
の
備
え
や
地
域
の

つ
な
が
り
を
強
化
し
、
自
助
・
共
助
の
力
を
高
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

U
n
l
e
a
r
n
（
ア
ン
ラ
ー
ン
）

●「
U
n
l
e
a
r
n
」と
は
、こ
れ
ま
で
身
に
つ
け
て
き
た

思
考
の
ク
セ
を
取
り
除
き
、「
当
た
り
前
」と
思
っ
て
き
た

こ
と
を
改
め
て
見
直
す
考
え
方
で
あ
る
。

　

防
災
に
も
唯
一
絶
対
の
正
解
は
な
く
、
住
む
地
域
や

家
族
構
成
、
生
活
環
境
に
よ
っ
て
適
切
な
備
え
は
異
な

る
。「
正
解
を
教
え
て
も
ら
う
」の
で
は
な
く
、
自
分

や
家
族
に
と
っ
て
必
要
な
備
え
を
自
ら
考
え
、
防
災
の

“
当
た
り
前
”を
問
い
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

“
防
災
の
当
た
り
前
”を
再
考

① 

地
震
災
害 

―
「
震
度
７
」
は
別
物
―

●
震
度
７
の
地
震
は
、
従
来
想
定
し
て
き
た
震
度
５

強
～
６
強
と
は
質
的
に
異
な
る
災
害
で
あ
り
、
建
物

の
倒
壊
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
、
避
難
生
活
の
長

期
化
、
災
害
関
連
死
の
増
加
な
ど
、
従
来
の
想
定
を

超
え
る
被
害
が
発
生
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
地
震
対
策
が
震
度
７
で
も
通
用
す
る

と
は
限
ら
ず
、「
震
度
７
は
別
物
」と
い
う
認
識
の
も

と
で
備
え
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

② 

日
頃
の
備
え 

― 

従
来
の
備
え
を
見
直
す 

―

●
水
や
食
料
の
備
蓄
、
非
常
持
出
品
は
「
備
え
て
い
る
つ
も
り
」

で
終
わ
ら
せ
ず
、日
常
生
活
の
中
で
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
誰
が
・
ど
こ
で
・
何
日
過
ご
す
の
か
」を
具
体
的
に

想
定
し
、
災
害
の
種
類
や
生
活
環
境
に
応
じ
た
備
え
へ
と
見
直

す
必
要
が
あ
る
。「
知
っ
て
い
る
」こ
と
と
「
で
き
て
い
る
」こ
と

は
違
う
と
い
う
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

③ 

避
難 

― 

緊
急
避
難
と
避
難
生
活
は
別 

―

●
命
を
守
る
た
め
の「
緊
急
避
難
」と
、そ
の
後
の「
避
難
生
活
」は

切
り
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。避
難
所
だ
け
を
前
提
と
す
る

の
で
は
な
く
、自
宅
避
難
や
近
隣
住
民
と
の
助
け
合
い（
近
助
）、親

戚
・
知
人
宅
へ
の「
縁
故
避
難
」も
重
要
な
選
択
肢
と
な
る
。

　

災
害
時
の
行
動
を
平
時
か
ら
具
体
的
に
考
え
、
身
を
寄
せ
ら
れ

る
場
所
や
頼
れ
る
人
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

鈴
木 

伸
明 

氏

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

災
害
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー  

所
長

　

災
害
福
祉
支
援
は
、避
難
所
で
の
支
援
だ
け
で
な
く
、被
災
者
の
生
活
再
建
ま

で
切
れ
目
な
く
寄
り
添
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
要
配

慮
者
を「
取
り
残
さ
な
い
」た
め
、平
時
か
ら
個
別
避
難
計
画
の
作
成
や
福
祉
避
難

所
の
整
備
、人
材
育
成
、関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

災
害
時
に
は
、※
D
W
A
T
に
よ
る
避
難
所
支
援
を
は
じ
め
、在
宅
避
難
者
へ

の
安
否
確
認
・
訪
問
支
援
、福
祉
施
設
へ
の
応
援
派
遣
、福
祉
避
難
所
へ
の
支
援

な
ど
、多
様
な
福
祉
支
援
を
展
開
す
る
。一
方
で
、在
宅
避
難
者
の
孤
立
防
止
や

福
祉
専
門
職
の
連
携
強
化
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、令
和
７
～
８
年
度
に
か
け

て
研
修
や
協
議
を
重
ね
、災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
継
続
的
な
個
別

支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

※
D
W
A
T
…「
D
i
s
a
s
t
e
r   

W
e
l
f
a
r
e   

A
s
s
i
s
t
a
n
c
e　 

T
e
a
m
」の
略
。災
害
時
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
要
配
慮
者
へ
の
福
祉
支

援
を
お
こ
な
う
専
門
職
チ
ー
ム
。チ
ー
ム
に
は
、介
護
福
祉
士
、介
護
支
援
専
門

員
、社
会
福
祉
士
、看
護
師
、理
学
療
法
士
、精
神
保
健
福
祉
士
、保
育
士
、そ
の
他

介
護
職
員
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

眞
下 

輝  

氏

日
本
防
災
士
会 

群
馬
県
支
部 

支
部
長

　
「
地
域
は
地
域
で
守
る
、職
域
は
職
域
で
守
る
」と
い
う
理
念
の
も
と
、県
内
を

５
ブ
ロ
ッ
ク
・
17
エ
リ
ア
に
分
け
、行
政
や
消
防
、関
係
団
体
と
連
携
し
た
地
域

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
。

　

平
常
時
に
は
、防
災
講
演
や
出
前
講
座
、防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
を
通
じ
て

自
助
・
共
助
の
意
識
醸
成
を
図
り
、有
事
に
は
初
期
救
助
や
避
難
誘
導
、避
難
所

運
営
な
ど
地
域
に
根
差
し
た
防
災
活
動
を
展
開
す
る
。

　

近
年
は
、防
災
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏
ま
え
、避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
H
U
G
）や

災
害
図
上
訓
練（
D
I
G
）な
ど
実
践
的
な
訓
練
へ
移
行
し
て
い
る
ほ
か
、若
年
層

へ
の
防
災
教
育
や
外
国
人
住
民
の
増
加
を
見
据
え
た
多
文
化
共
生
へ
の
対
応
な

ど
、地
域
の
実
情
に
応
じ
て
防
災
活
動
を
継
続
的
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
る
。

本年の知事への提言は５分野10項目にまとめ、
８月７日に実施しました。

群馬大学 情報学部
教授　小竹 氏

（コーディネーター）

登壇者
紹介

日本防災士会  群馬県支部 
支部長　眞下  氏

群馬大学 大学院 理工学府 
教 授　金井 氏

群馬県社会福祉協議会
災害福祉支援センター

所長　鈴木 氏

　
防
災
の〝
当
た
り
前
〟を
疑
い
、
自
分
自
身
の
備
え
を

見
直
す
こ
と
の
重
要
性
が
強
く
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

●   

ま
と
め  

●

● 

災
害
犠
牲
者
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
、防
災
意
識
そ
の
も
の

を
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
、

①� 

年
に
一
度
は
「
災
害
で
死
ぬ
可
能
性
（
＝
死
な
な
い

方
法
）」を
本
気
で
考
え
る【
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
替
え
】

②� 

防
災
を
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
普
段
の
生
活
の
中
で

自
然
に
実
践
す
る【
災
害
に
強
い
生
活
様
式
へ
の
転
換
】

③� 「
何
を
大
切
に
し
て
生
き
る
の
か
」を
自
ら
考
え
、

防
災
を
生
き
方
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る【
覚
悟
】

と
い
う
三
つ
の
視
点
が
提
案
さ
れ
た
。

●�県民が日常生活の中で無理なく防災を実践できるよう、「群馬県公式デ
ジタル窓口」等を活用し、ローリングストックをはじめとした取り入れ
やすい備えの普及・啓発を進めること。

●�災害時に県民が正確な情報を確実に入手できるよう、「群馬県公式デジ
タル窓口」等を活用したプッシュ型の情報発信を強化するとともに、災
害時における公式情報の入手先として広く周知すること。

●�避難所を運営する人手不足や避難者のプライバシー確保など、地域ご
との避難所課題への対応について支援をおこなうこと。

政策フォーラムを踏まえ、連合群馬では2026「政策・制度要求と提言」に、
防災・減災に関する政策を以下のとおり反映しました。

　連合群馬は７月４日、高崎市総合福祉センターにて2026政策フォーラムを開催しました。
　第１部では群馬県民１万人を対象に実施した「2026年県民１万人意識調査」の結果報告と、それを踏まえた「2026政策・制度要求
と提言」（素案）を提示し、政策提言のブラッシュアップに繋げました。
　また第２部では「防災・減災対策」をテーマとし、基調講演では、群馬大学大学院理工学府の金井昌信教授から、“防災の当たり前”を
再考する大切さを共有。その後のシンポジウムでは学識者や防災士など各分野からシンポジストを招き、課題の深堀りをおこないました。

～防災・減災対策について～

連合群馬 2026連合群馬 2026

 

金
井 

昌
信 

氏

群
馬
大
学 

大
学
院 

理
工
学
府 

教
授

講
師

提 言

基
調
講
演

防
災
対
策
を
U
n
l
earn

～
“
防
災
の
当
た
り
前
”を
再
考
～

各
団
体
の
災
害
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
暮
ら
し
と
働
く
現
場
を
守
る
防
災
」

～
リ
ア
ル
に
考
え
る
防
災
の
こ
れ
か
ら
～

知
事
提
言
の
様
子

◆�シンポジスト�
群馬大学 大学院 理工学府 教授	 金井 昌信 氏�
群馬県社会福祉協議会 災害福祉支援センター 所長	 鈴木 伸明 氏�
日本防災士会 群馬県支部 支部長	 眞下　 輝 氏�
連合群馬 副会長	 青木 雄次 氏

◆�コーディネーター�
群馬大学 情報学部 教授 （連合群馬政策アドバイザー）	 小竹 裕人 氏

防災対策をUnlearn 
～“防災の当たり前”を再考～

◆�講師　�
講師　群馬大学 大学院 理工学府 教授	 金井 昌信 氏

暮らしと働く現場を守る防災　
～リアルに考える防災のこれから～

基調講演

シンポジウム

特集
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『愛のカンパ』とは…
みなさんから頂いたカンパ金や、各種イベント等での募金
を、各地協から推薦頂いたNPOなどの社会貢献活動を取り
組んでいる団体に助成をおこなう活動です。

連合群馬 愛のカンパ

安中市子ども食堂連絡協議会 （西部地協推薦）

子ども食堂の野菜を自給

子どもたちが野菜収穫を体験

助成団体 No.３

▲ 2025年助成金で設置した農機具用パイプ倉庫。海援隊をもじった「農援隊」の皆さん
▲
 ジャガイモ掘りに参加されたご家族と農援隊

▲
 集荷される野菜

▲ 「千両2号ナス」を収穫 ▲ 大きなジャガイモに満面の笑顔 ▲西部地協トータルライフアップで講師を務める　
宇佐見代表

▲西部地協と連携
ふれあいフェスティバルに出店

約50キロのジャガイモを掘り起こす参加者 

▲

安中市子ども食堂連絡協議会は、2017年に開設された「ジ
ジババ子ども食堂」を起点として、地域の子ども食堂との連携
や家庭を支える活動を継続している団体です。

活動の中心となるのが第一・第二共同農園での野菜栽培で
す。野菜は、子ども食堂での活用や希望する方への提供、農
産物直売所へ出荷もおこない、その売上が子ども食堂の運営
資金として活用されています。

農園では、安心・安全な食育の実現に向け、除草剤を使用せ
ず無農薬で栽培をおこなっており、農地の一角に新聞紙を敷くな
ど、環境に配慮した工夫を凝らしています。「この２～３日の大雨
で一気に草が伸び、ジャングルになってしまい大変です」との声も
あり、自然と向き合いながらの作業が続いています。

食育の推進と地域交流を目的として、第二共同農園においてジャ
ガイモ堀り体験を実施しました。当日は気温35度を超える猛暑とな
りましたが、呼びかけに応じた３家族９名が参加しました。今回の
ジャガイモは品種「男爵」で３月20日に種付けし、７月20日に収穫期
を迎えたもので、農援隊の皆さんがスコップを使い掘り方の手本を
示し、参加者は最初こそ慎重に作業を進めていましたが、次第に慣
れ、最終的には約50キロのジャガイモを収穫することができました。

参加者は、箱いっぱいに詰まったジャガイモを持ち上げながら「重
たいね。何の料理がいいかな」といった会話も聞かれ、収穫を喜び
合う姿が見られました。収穫したジャガイモはそれぞれ持ち帰り、家
庭で味わっていただいています。

この日は第一共同農園にもお邪魔し、ナス、キュウリ、トマト、オ
クラ、ピーマンの収穫作業を見学しました。うだるような暑さの中、
収穫した野菜を丁寧に検品と仕分けをおこない、農産物直売所「野
尻の里」へ出荷しました。農援隊のメンバーは月曜日と木曜日を中
心に収穫作業をおこなっており「この時期は梅雨と太陽のおかげで
収穫が忙しい」と話していました。

さらに、協議会の活動として群馬県や企業から賞味期限が近い食
品や文具・衣類などの寄付も集まり、必要とする家庭へ配布してい
ます。また、安中市教育委員会を通じた全児童・生徒への子ども食
堂開催カレンダー配布や、フードバンク事業との協働など、行政との
連携も進んでいます。

協議会は法人格や会費制度を設けず、善意による柔軟な運営を基本
としており、形式に縛られず、地域の課題に応じて活動を進めています。
活動は地域における新しい社会貢献モデルとして注目されています。

　連合群馬は、「ジェンダー平等推進計画 フェーズ１」の成果と課題、活動あり方検討特別委員会の提言を踏まえ、2030年10月までに
目標①～⑧の達成をめざす「フェーズ２」をまとめました。すべての人の人権が尊重され、個性と能力が発揮される社会の実現に向け、必
ず達成すべき目標①～⑨を「Change！達成目標」、さらに推進すべき目標⑩～⑫を「Challenge！推進目標」と位置付け、連合群馬・構成
組織・単組・地域協議会が一体となって取り組みを進めます。最終目標は完全なジェンダー平等（男女比率50％）の実現です。

取り組み期間：2026年6月～2030年10月　スローガン：「Change! Challenge! で Movement をつくりだそう！」

※「●」＝取り組みの対象　「―」＝対象外（目標③④は地域協議会が対象外、目標⑨は連合本部のみが対象のため対象外）

重点分野-３

● 年齢や性別、SOGI、国籍、障がいの有無等に関わらず、すべての人の人権が尊重され、個性と能力が発揮される社会をめざします。
● 組織の拡大や社会課題解決に向けた政策実現を進めるには、あらゆる立場の代表者が意思決定の場へ参画することが必要です。
● とりわけ、女性が働くうえでの格差や不条理はいまだ残っており、これらの課題を解消する必要があります。
● 「フェーズ２」においても、これまでと同様に「男女平等」を中心に取り組みます。
● �目標設定にあたっては、数値ありきとするのではなく、男女間賃金格差の是正やワーク・ライフ・バランスの実現など、質的な取り組みも
あわせて進めます。

● 連合本部のフェーズ２の考え方を踏まえ、連合群馬としても本部方針に沿った取り組みを進めます。

　連合群馬会長の関根です。労働組合役員として20年となり、これまでの経験や知識を活かせることも
多くありますが、それらが邪魔をして判断を間違うリスクも隣り合わせにあると思います。私は、「考え方が
凝り固まっていないか？」「アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）で判断していないか？」を自問し「自
分の常識は世間の非常識」のスタンスで多様な意見に耳を傾けるよう心がけています。
　本部方針をベースに、連合群馬としての具体的な目標を掲げた「ジェンダー平等推進計画 フェーズ２」が
スタートしました。この計画の目的は、「すべての人の人権が尊重され、個性と能力が発揮できる社会」を
めざすことにあります。時代の変化に対応し、誰もが能力を発揮できる場をつくるためには、多様な意見を
受け入れることが大切です。数値ありきではなく、持続可能な労働組合、社会をつくるためには、意思決
定の場に女性の参加はもちろん、老若男女を問わず多様な意見を聴くことからスタートしましょう！

関根会長メッセージ

連合群馬 ジェンダー平等推進計画 フェーズ2

■ 取り組みにあたっての考え方

■ フェーズ 2 の目標
No 目標 連合群馬 構成組織・単組 地域協議会

＜ Change！達成目標 ＞ ― 必ず達成しなければならない目標

① トップリーダー自らが、男女平等参画・ジェンダー平等推進についてのメッセージを発信（新規） ● ● ●

② 運動方針に「ジェンダー平等の推進」と明記 ● ● ●

③ 組合員の男女比率を毎年調査、把握 ● ● ―

④ 「ジェンダー平等の推進」を目的とする委員会などの会議体を設置（推進目標→達成目標へ） ● ● ―

⑤ 組合活動への参画を促進するため、会議・研修・行事などの開催時間・場所・方法を工夫
（推進目標→達成目標へ） ● ● ●

⑥ 女性役員の育成・選出を目的とした研修や、役員選出後のフォローを実施（新規） ● ● ●

⑦ 女性役員（会計監査を除く）を選出する ● ● ●

⑧ 執行機関への女性組合員比率に応じた女性の参画 ● ● ●

⑨ 女性を常時上三役（会長・会長代行・事務局長）に登用しうる環境整備（連合本部のみ対象） ― ― ―

＜ Challenge！推進目標 ＞ ― 推進すべき目標

⑩ 女性を三役に登用（新規） ● ● ●

⑪ 執行機関への女性の参画率は50％とする ● ● ●

⑫ 決議機関（定期大会、年次大会等）への女性代議員は女性組合員比率以上とする ● ● ●

野ざらしから管理万全に！
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egg martin（エッグマーチン） 前橋市

今回のランチ味ーティングは入澤繭子前橋市議に連れて行ってもらいました！場所は前橋市朝日町３丁目の歩道橋
近くにある「egg martin」です。地元の食材にこだわった、アットホームな居酒屋ですが、毎週木・土・日の３日間
限定でランチ営業をしています。お店自慢の玉子焼きは、地元前橋のブランド卵「赤城の恵」を贅沢に使用し、ご主人
がこだわりぬいた出汁で作られています。そのイチオシのだしまき玉子（880円）を手打ち蕎麦とミニソースカツ丼の
セット（1,300円）、冷やしたぬき蕎麦

（1,100円）とともにいただきました。
ふわふわの玉子焼きにじゅわーっと広
がる出汁の味わいは絶品でした。玉子
焼きと玉子サンドはテイクアウトの予
約注文もOKです。夜のちょい飲みに
締めのお蕎麦も味わえる居酒屋「egg 
martin」へぜひ、行ってみてください！

明るく元気でまっすぐな
入澤繭子市議のご紹介でした

お酒とおつまみを楽しみ
ながら静かな会話で
大人時間を過ごせる
ステキなお店です。

お子さんの“ゆめ”に最大48万円支援ともにつくるゆめ基金の
ご紹介

親を亡くされた、または、重度障がいに見舞われたご家庭を対象として、お子さんの“ゆめ”を応援する制度があります。
制度内容をＱ＆Ａ形式で説明します。

０歳から24歳まで毎年の誕生日（月）に、１万円分の支援を受けられます。
24歳まで累積することができ、その時点で累積している額面を上限に
分割して利用もできます。利用回数の制限はありません。

０歳から15歳までのあいだに15万円・16歳から24歳までのあいだに15万円
期間中、上限の範囲内であれば何度でも利用できます。

まとまった支援を受けたいと
きはこちらが適しています。
ヒアリングシート提出＋面談
（オンライン）があります。

ヒアリングシートの
提出が必要です。

こくみん共済coop関東統括本部と連合関東ブロックが2020年６月に設立した基金です。
親を喪ったひとり親世帯でも、子どもたちがゆめを育み、チャレンジできるようにすることと、またそのプロセスを通じて「自身の成長」
「はたらくこと」「社会との関わり」に寄与することを目指しています。

ゆめ育成支援金 ゆめ応援支援金

ともにつくるゆめ基金とは

申請できるのは誰ですか？
親が連合群馬加盟の労働組合の組合員（その配偶者も可）であり、お子さんが０歳から24歳以下であれば申請できます。
申請者は原則、お子さんご本人ですが、未成年（18歳未満）の場合は保護者（親権者等）からの申請も可能です。

Q
A

Q
A
“ゆめ”とは具体的にどのような内容？成長する過程で変わっても大丈夫？
成長過程で変わって大丈夫です。料理上手になりたい（お菓子づくりキット購入）、サッカー選手になりたい（サッカー用品購入）、エン
ジニアになりたい（パソコン購入）など一例です。“ゆめ”はその都度、ヒアリングシートに記入いただき申請いただきます。

Q
A
「ゆめ育成支援金」と「ゆめ応援支援金」の違い。加えて両方申請は可能ですか？
お子さんの“ゆめ”への支援は変わりありませんが、ヒアリングの仕方と支給金額の違いがあります。同時期に、双方を申請いただい
て大丈夫です。

Point Point

ともにつくるゆめ基金　詳しくは 検索

取材の帰り道

　「あぷろうち」は、1990年５月に第１号を発刊し、今回で300号を迎え

ることができました。

　「あぷろうち」という名称は、組合員から寄せられた102点のタイトル

案の中から選ばれました。この名称には、人や社会に寄り添い、さまざ

まな声に耳を傾け、組合員と連合群馬をつないでいくという思いが込め

られています。創刊以来、その名のとおり、組合員に寄り添う機関紙と

して歩みを重ねてきました。

　これまで本紙をお読みいただいたすべての皆さまに心より感謝申し

上げるとともに、これからも組合員の皆さまに身近な機関紙として、連

合群馬の活動や働く者の声をお届けしてまいります。

「あぷろうち 300号 」

住所 ● 群馬県前橋市朝日町３丁目12-７　　TEL ● 080-7563-1175
営業時間 ● 水〜日 17：30 ～ 22：30　木・土・日のみランチ営業 11：30 ～ 14：00　　定休日 ● 月・火

おかげさまで

労働組合リーダーに知ってもらいたい！
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先日、2026年の「政策・制度要求と提言」を山本知事に手渡し
てきました。本年も、意識調査や学習会、政策フォーラムなどを通
じて、政策委員や議員懇を中心に多くの方からご意見をいただき
ながら、政策をつくり上げることができました。あらためて御礼申
し上げます。提出の様子は YouTube でもご覧いただけます。

知事からは「県民１万人意識調査」への評価、そして「課題認
識はほぼ一致している」との言葉があり、提言一つひとつに対し
ても丁寧に見解を述べられました。非常に真剣に受け止めてい
ただいている印象です。裏話ですが、意見交換のために30分を
確保していたところ、知事が20分間ほぼ話し続けたことが、その
真剣さを物語っています。

今回の提出は一つの区切りとして達成感のあるものですが、
最も重要なのは、これらの政策を実現していくことです。連携議
員とともに、実現に向けた取り組みをさらに進めていきましょう。

そして、連合群馬もいよいよ前半期の期末を迎えます。私自
身の振り返りとしては、「連合群馬活動の見える化」について、マ
スコミの協力を得ながら概ね実行できたのではないかと感じてい
ます。会長の群馬テレビ出演２回、FMぐんまへの広告出稿、新
聞での「連合群馬」掲載29回（８/17時点。おそらく過去最高
です）など、多くの場面で「連合群馬」を目にし、耳にする機会を
つくることができました。露出が増えることで自ら緊張感を高め、
活動の質を向上させる相乗効果も期待しています。

今期のスローガンは『安心社会へ果敢にアクション！～広げよ
う「理解・共感・参加」の輪〜』です。後半期に向けて、あらた
めてこのスローガンを実行していくことを強く意識しながら、すべ
ての働く仲間への支援につなげていけるよう、今後も、仲間の声
を起点とした政策形成と、その着実な実現に向けて、歩みを進め
てまいります。

「公共サービスの充実と、適切な労働環境の実現に向けて」
連合群馬政策委員　飯島　潤治（自治労群馬県本部 書記長）

2026年10月１日、群馬県公契約条例が施行されます。
連合群馬の政策・制度要求において、すべての労働者が働きやすい群馬県をめざし、必要な公契約条例について粘り強く提言してき

たことが制定につながったと思っています。
公契約は、公共の工事や業務委託などについて、国や地方自治体が民間企業などと結ぶ契約です。
条例により、公契約に係る業務に従事する労働者のより良い労働環境と、公契約にかかわる事業者の健全で安定した経営環境を確保するとともに、公契約の適

正な履行と品質やサービスの向上につながります。
公契約のなかで働く労働者の賃金・労働条件が低下することにより、事業が滞ってしまえば、住民生活への影響も生じてしまいます。公契約による事業が適切に

実施されることにより、誰もが安心して生活するための基盤を支える行政の役割が十分に発揮されます。
こうしたことから、私の出身の自治労においても、公共サービスの質と公正労働基準の確立に向けて、賃金の下限や使用者の支払い義務などを定めた公契約条

例の制定を求めています。
私は、公契約から適切な労働環境づくりが進められれば、公契約においてだけではなく、誰もが安心して暮らせる社会につながると考えています。
10月１日、群馬県における条例施行から、すべての働く者が安心できる社会の実現に向けて、改めて皆さんとともに取り組みを進めたいと思います。

　今年も厳しい暑さが続いています。猛暑日が続く一方で、突然の大

雨や雷雨など、急激な天候の変化も増え、私たちの暮らしの中でも気

候変動を身近に感じる機会が多くなりました。暑さは体力を奪い、知

らず知らずのうちに疲れを蓄積させます。まだまだ厳しい暑さが続

くことが予想されますので、こまめな水分・塩分補給や十分な休息を

心がけ、無理をしないことが大切です。（し）

　最近、気になるのが肩甲骨と骨盤。仕事柄ほぼ一日中座ってPCに

向き合っているので、姿勢には気を付けたいところ。頬杖を突いて背

中が丸まり、ぐたーっとなっていたら要注意です。肩甲骨が固くな

り、肩こりのもとに。意外と難しいのが骨盤を立てて良い姿勢で座る

こと。正しい姿勢で座っているつもりでも、どちらか一方に体重がか

かり、左右差があってきちんと座れていなかったりと難しい。いつま

でも健康的な体を維持できるよう、軽い筋トレを毎日続けるのが今

の目標です。（い）

声 -voice 30-

政策提出、知事の真剣さが伺えました。そして後半期に向けて…第９回

知事提言の様子

連合群馬加盟組織の方限定読者プレゼント

　 　　　　 Amazonギフトカード
デジタルタイプ 3,000円  （２名様） ※

をプレゼントします!!
連合群馬の認知度を高める！クイズ

　前回・６月号の答えは「男女平等」でした。たくさんの応募ありがとうございました。
　さて、ここで問題です。今回は記念すべき○○○号です。この○○○にあては
まる数字を答えてください。
　今号からギフトカードは２名の方へプレゼントします。当選された方へはメールでご
連絡していますが、中には受け取られていない方がいるようなのでご注意ください！

記後集編

ヒント ６ページをよく読んで答えてね。

応募の締め切りは2026年10月末日で
す。当選者の発表は商品の発送をもっ
てかえさせていただきます。

※�応募にはメールアドレスが必要です。Amazonギフトカードの受け取りには、
Amazonアカウントへの登録が必要となります。

応募は
こちらから

ひとりごと
磯田事
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